
朝夕に秋の気配が感じられる今日この頃、皆さまいかがお過ごし 

でしょうか？ 是非が問われたｵﾘ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸではありましたが、 

選手の素晴らしい活躍は、乗り越えなければならない災禍の中で、 

希望と感動を与えていただきました！                                                    

さて前回の里親だよりでは里親家庭での養育について触れました。 

今回は子どもが思っている里親家庭の暮らしについて取り上げて 

みたいと思います。       

＊子ども達が思う里親宅での暮らし＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設より里親さんの方がいい。里親に行きたかった。 

・親が嫌いだから、里親さんのところに行って新しい

家族として過ごしたい。 

・里親さんの方が人数が少なくて静か。 

・里親さんは自分の意見を聞いてくれる。 

・普通の生活ができる。 

・ペットが飼える。 

・意見が食い違い、大人とぶつかることがある。 

・初めて知り合った人と一緒にいることは気まずい。 

・気を使ってしまう、ストレスがたまりそう。 

・遠慮しすぎて疲れそう。 

・喧嘩をしても施設だと職員が入れ替わり、一度心を 

入れ替えることができる。里親だとずっと同じ人で

難しい。 

 

  
 

vol.２ 
 

・今の親（里親）の方が優しい。暴力がない。 

・「どうかな？」と聞いてもらえるので、 

すごく助かる。 

・どう話すのか、初めのうちは気を遣う。 

・（自分が）里親家庭の新しいメンバーなので

気を遣う。 

・転校しないといけない。 

 

施設入所児童 
ファミリーホーム・里親委託児童 

子ども達は里親のみなさんと同じような思いや 

考えを持っているようです。 

里親家庭の生活に合わせるとことも時には必要 

かと思いますが、まずは生活を始める前に 

子どものイメージしている生活や思い、考えを 

聞きながら、里親家庭での生活と折り合いが 

付けられるようにしていただくことが、 

子どもの安心に繋がるのではないでしょうか？ 

 

 

 

記載した意見は社会的養育推進計画策定にあたり、令和元年８月に県内２か所で開催された 

地区懇談会で、社会的養護下で生活する児童 43人から出された意見の一部です。    

『社会的養育推進計画』には「どこでどんなふうに暮らしたいか」「子どもの意見は尊重され 

ているか」といったことに対する子どもの意見も記載されております。 

長野県のＨＰから見ることができますので、ご一読いただけると幸いです。 
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松本版里親だよりへのご意見、 

ご要望等、お気軽にお寄せください。 

松本児童相談所            

住 所：松本市波田 9986 

電 話：0263-91-3370 

ＦＡＸ：0263-92-1550 

 

松本版里親だより vol.２、いかがでした

でしょうか？ 

これからも里親の皆さんの応援をしてま

いります！ 

皆さんと一緒に作る里親だよりを目指し

ておりますので、『こうだったらいいな』

～『こんなこと知りたいな』～ 

どんなことでも構いません。 

いろんな情報、ご要望、ご相談、ご意見

等々、是非是非お寄せください！ 

お待ちしております。 

 

 

 

現在の松本児童相談所は、2005 年 4 月、松本市桐から旧県建設技術学園に改装移転されました。 

周辺エリアの小・中・高校、波田学院・信濃学園・西部保健福祉センター・特養等、文教・福祉施設

に恵まれた旧波田町は、県内トップクラスの人口増加率を誇っていた松本市のベッドタウンでした。 

2010 年 3 月紆余曲折を経て松本市に合併。名産スイカやリンゴ、サラダ街道(観光道路)など～ 

旧波田町時代は「河岸段丘に味なまち」なんてキャッチフレーズにもあった梓川右岸の河岸段丘と

扇状地で形成され、上高地・乗鞍高原の玄関口、豊かな自然と長い歴史の遺産が残るまちです。 

 

 

 

 

波田文化センター内 
「ナマステ」 

扇子田公園前から、移転しました！ミールスという南インド
定食スタイルから、もっと自由なスパイス料理に進化を遂げ

ているそうです！自粛終えたら、行きたいな！ 
インスタたまに更新中。 

     目の前の図書館は、車いすの方もゆったりと、 
本棚も低く、くつろげます。 

信濃学園は、県唯一の
福祉障がい児入所施設
で、優しいスタッフと
美味しい食事で、明る
く楽しくのびのびと過

ごしています。 

子育てママに優しい、ナチュラルフードな      
自宅カフェ             

「アプフェルバウム」  気になります♥
近くの JA きろろで、木.金曜お弁当販売も
してるみたいです。感染予防の臨時休業 

あります。Facebook 要ご参照。 

 

 

アプフェルバウムのある
下島駅の南東エリアは、 
昔は一帯、おいしい桃畑… 
今、住宅街でびっくり？！ 

波田学院は、生活指導を
必要とする児童生徒の
自立支援施設で、官林名
残りの松林の中、毎朝元
気なジョギングの掛け
声が響き、規則正しい生
活を送っています。 

若澤寺跡（水沢谷） 
若澤寺は江戸時代まで、壮大荘厳な伽藍が整備され、
多くの参詣者が訪れ「信濃日光」と呼ばれ、明治初年
廃仏毀釈により廃寺となりました。奈良時代行基が 
創建し、平安時代坂上田村麻呂が再興したそうです。 
金箔の華麗な厨子だったと想像される「田村堂」は、
国指定重要文化財に指定され、上波田神社に移築、 

保存されております。 

松本
児相 


